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１   

問１  ①  ア（高い） ②  オ（硬化油） ③  テ（平均分子量） 

 ④  ソ（短鎖） ⑤  シ（炭素炭素原子間二重結合の数） 

問２  1)  平均分子量：886，けん化価：189.6 

 2)  ヨウ素価：57.3 

 3)  平均遊離脂肪酸量：84.8 mg 

問３  1)  分子量：284，分子式：C18H36O2 2)  2 個 

 

２   

問１  反応の名称：キサントプロテイン反応，反応する側鎖 R：(ｹ) 

 ①：ベンゼン環，②：ニトロ 

問２  1)  A の側鎖 R：(ｺ)，名称：システイン 

  B の側鎖 R：(ｵ)，名称：アスパラギン酸 

  C の側鎖 R：(ｹ)，名称：チロシン 

 2)  4 種類 

 3)  名称：ビウレット反応 ①：ペプチド結合，②：錯体（または，錯イオン） 

 

３   

A 問１  (ｲ)：① (ｳ)：④ (ｴ)：② (ｵ)：③ 

B 問２  36 mol－2･L2 

C 問１  解離度：0.20 

 問２  全圧：5.4×104 Pa 

 問３  Kp：9.0×103 Pa 

 

４   

問１  4.0 mol 

問２  0.3 mol/L 

問３  2.3×104 年 

問４  1.79℃ 

問５  5 mol－2･L2 

 

講評 
 理科 2 科目で 140 分，大問 4 題。昭和の特徴ともいえる生化学の範囲は，今年は出題されなかった。 

 

１ 油脂に関する総合問題。問 1 の穴埋め選択 5 個は，丁寧に解答したい。問 2 はステアリン酸：オレイン酸＝

1：2 からなる油脂についての小問 3 題。3)だけが珍しい。 
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と，きれいに求められる。 

２ トリペプチドのアミノ酸，および呈色反応について。ミスするとしたら，問 2 の 2)のペプチド X の構造異性

体の個数か。アスパラギン酸にはカルボキシ基が 2 個あるので，ペプチド結合も 2 通りできる。 

３ 気体の化学平衡についての中問 3 題。A のグラフの問題は頻出。B では体積が 3L なので，mol/L 単位で 

求める平衡定数の計算ではミスしないようにしたい。C の
2 4N O と

2NO の平衡も必出。 

４ 計算小問 5 題。例年に比べても易化したといえる。数値もきれいに出る。 

 

 総合的に，易化したといえる。とくに生物選択者が有利という問題もなく，計算のスピードが要求されると 

いう問題もなかった。受験生のレベルからしたら，70 分あれば，かなりの手ごたえを感じた生徒が多かったと

思う。 





Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

